
排出物の再資源化による
ゼロエミッションの実現

～再生資源化を実現する設備・手段・作業～

再資源化ソリューションのご案内
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◎見直す目的は うれしい＝社会的評価の向上

改善(求める)のサイクル構築（企業価値軸・コスト削減軸）を行う事で
処理が目的ではなく付加価値向上につなげていく

内的要因 外的要因

圧縮・減容
向上

コスト削減

企業価値の向上 イメージ戦略強化

社会貢献度

処理費削減

顧客・採用等への
効果（売上）

SDGｓ見直し導入

０ー１．はじめに 取り組みの考え方
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０－２．工業系排出物の全体像ー現状と今後

お客様

協力会社様

原料
製品

加工品

端材
不良

端材

再利用

廃棄処理

・再製品化
・協力会社支給
・海外輸出
・新商品企画/商品化

・焼却処分
ーｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ

・資源化処分
ーRPF化

再資源化
処理

・炭化
ー自社燃料として活用
ーカーボン原料として販売

・油化
ー自社燃料として活用
ー燃料油として販売

～ゴールドワークの想い～

発生する廃棄(廃プラ)
「ゼロ化」に貢献したい

排出状況の現状（青）と今後（赤）

新たな方策の検討
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０－３．ゴールドワークがお手伝いできること

お客様

協力会社様

端材
不良

端材

再利用

廃棄処理

再資源化
処理

A.選別

B.圧縮・粉砕

C.再製品化

D.収集・運搬

E.再資源化

・材料配合判断
・仕分け、選別作業

・機械操作、作業

・アイデア提案

・処理先の調査、確保
・構内外収集・運搬作業

・設備提案
・設備導入支援
・記載操作、作業

ゴールドワークがご支援できること

「排出」から「資源化」まで一括処理できる環境づくりをご支援
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０－４．排出物ゼロに向けた大日程計画（案

N+24か月N+18か月N+12ヵ月N+6ヵ月現在（N）

事業所内、再資源化で排出ゼロに向けた方向性

廃棄処理

A.有用な処理事業者を選定
・リサイクル処理を行って
いる事業者を選定

・処理費用が安価な事業者
を選定

廃棄処理 廃棄処理＋資源化ﾄﾗｲ

有志企業
再資源化

廃棄処理＋資源化ﾄﾗｲ

A.従来の事業者選定を継続
・市場動向を考慮した選定

B.トライにより事業所内実施評価
・先行事業者と連携した再資源化の
実現性確認（炭化、油化）

・事業所内で処理範囲、作業環境の
具体策の検討、確定

有志企業内
再資源化検討

再資源化、再利用
による排出０

取
組
の
ス
テ
ッ
プ

活
動
内
容

・ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ、RPFの動向
を見据えた事業者の調査
複数事業者の更なる活用

・先行事業者との連携により
排出物の資源化試験運用実施

・必要設備、運用体制、作業方法
の運営案の策定

再資源化処理
正式稼働
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